
第３３号 奈良県算数数学教育研究会会報 (1)
- - -』 奈良県算数数学教育研究会

発行NO33
ara-mathLnet/

鞠菱墾2年ｱ月可 "p://wⅥ八Ⅳbn
河

ごあいさつ 奈良県算数数学教育研究会
会 長 安 達 光 男

平成22年度第１学期奈良県算数数学教育研究発表会を開催する
にあたりまして，会場一杯のご参加をいただき本当にありがとう
ございました。また，本発表会の開催にあたり，奈良県教育委員
会より学校教育課課長補佐廣瀬保善様，学校教育課指導主事椿本
剛也様，帝塚山大学現代生活学部こども学科教授勝美芳雄様，天
理大学人間学部総合教育研究センター教授上田喜彦様の皆様方に，
ご来賓として又指導助言としてお越し頂き，感謝申し上げます。
本年，平成22年度近畿算数数学教育研究大会奈良大会が，平成

22年11月12日(金)に開催いたします。会場は香芝市立下田小学校，
同じく香芝中学校，高校はふたかみ文化センターで行われます。
奈良教育大学教授重松敬一先生を準備委員長として，先日小，中，
高全体の近畿府県代表者会が畿央大学で開催され，また準備委員
会も重ねられ，７月には拡大準備委員会が予定されております。
万全の準備をしたく，みなさまのご参加，ご協力をよろしくお順’

肖 蕊

万全の準備をしたく，みなさまのご参加，ご協力をよろしくお願い申し上げます。また，平成23年度
の研究大会は，天理市におきまして前栽小学校，天理西中学校を会場として開催されます。併せまし
て，みなさまのご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。
さて，みなさまご存じのように，新しい学習指導要領が小学校が平成23年度より，中学校が平成２４

年度より全面実施とされています。本年度は小中とも移行期間として各学校で工夫をされておられる
ことと存じますが，今回の教育内容の主な改善事項の一つとして，「理数教育の充実」が挙げられてい
ます。移行措置の中では，算数・数学は教材を整備して先行実施されております。内容の一部及び授
業時数の増加も前倒し実施されております。また，小学校で算数的活動，中学校で数学的活動を充実
させることも重要とされています。まさに，質・量両面の充実が必要とされており，演習等の量など
教科書の量の増加も予想されます。
新しい学習指導要領では，現行の「生きる力」を育むことの理念は引き継がれます。算数数学にお
きましては，「基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着」と「これらを活用する力の育成」の両面の
バランスを目指し，実践し，成果を上げることが大切なことだと私は思います。小中学校９年間の算
数・数学教育全体の中での系統性，関連性，重要度などをしっかりと見通す力，授業において児童生
徒が「なぜだろう」「ここがわからない」と疑問に思う箇所を見通す先見性教科書の行間に隠れてい
る知恵技能を教える技術などを，本研究会の事業の中で身に付けていただければ幸いでございます。
本年度の研究発表会や研究大会における研究発表及び協議が実りあるものとして，その成果が県内

各小中学校に広がり，我々算数数学教育に携わるものとして，技術を磨き，知性を積み上げ，心豊か
な資質を高める研究の場となりますようお祈り申し上げます。
終わりに，奈良県教育委員会，各市町村教育委員会並びに関係機関の皆様方の今後のご指導ご支援
をお願い申し上げまして，ごあいさつとさせていただきます。
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